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道
路
・
橋
梁

国

道

美
川
村
の
国
道
と
い
え
ば
、
国
道
三
三
号
線
で
あ
る
、
こ
の
国
道
の
起
点
は
高
知
市
で、

終
点
は
松
山
市
で
あ
る
、
愛
媛
県
側
は
昭

和
三
四
年
八
月
に
着
工
さ
れ
、
四
一
年
に
改
良
工
事
が
完
成
し
て
い
る
。
完
成
後
も
毎
年
計
画
的
な
改
良
に
合
わ
せ
て
、

ス
ト
ン
ガ
l

ド
な
ど
の
落
石
防
止
工
事
が
施
さ
れ
、
安
全
で
し
か
も
快
適
な
国
道
と
な
っ
た
が
、
諸
車
の
交
通
量
は
年
を
増
す
ご
と
に
増
加
し、

大

型
化
と
ス
ピ
ー
ド
化
す
る
現
状
で
交
通
事
故
防
止
に
心
を
痛
め
る
時
代
と
な
っ
て
き
た
。

地
域
住
民
の
切
な
る
願
い
で
あ
っ
た
歩
行
者
の
た
め
の
歩
道
が
、
昭
和
五
三
年
度
に
日
野
浦
の
成
河
へ
、
五
四
年
度
に
大
川
の
梨
の

木

下
り
へ

、
五
六
年
度
に
は
、
美
川
大
橋
の
左
岸
橋
台
か
ら
村
営
住
宅
の
聞
に
完
成
し
、
住
民
の
喜
び
は
格
別
の
も
の
が
あ
っ
た
。
ま
た

こ
の
こ
ろ
、

美
川
村
の
シ
ン
ボ
ル
御
三
戸
撮
を
見
ょ
う
と
美
川
大
橋
に
降
り
立
つ
観
光
客
が
増
加
し
、
危
険
度
の
高
か
っ
た
こ
こ
に
も

土

五
六
、

五
七
年
度
の
ご
か
年
で
歩
道
橋
が
完
成
し
、
安
心
し
て
観
光
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
建
設
省
の
温
か
な
心
遣

第 1章

い
に
よ
り
地
域
住
民
に
親
し
ま
れ
る
国
道
と
な
っ
て
い
る
。
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県

道

さ
て
、
美
川
村
の
県
道
は
、

(国道〉美川大橋に掛かる歩道橋

(特ー〉で改良された面河村境近くの〈主〉西条久万線
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ま
ず
主
要
地
方
道
、
西
条
・
久
万
線
で
あ
る
。
こ
の
路
線
は
久
万
・
面
河
線
と
し
て
古
く
か
ら
石
鎚
登

山
道
路
ま
た
、
面
河
渓
の
観
光
道
路
と
し
て
住
民
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
昭
和
四
五
年
石
鎚
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
開
通
に
伴
い
、
毎
年
度

計
画
的
に
道
路
の
改
良
が
進
め
ら
れ
、
春
は
新
緑
、

夏
は
霊
峰
石
鎚
登
山、

秋
は
紅
葉
と、

年
ご
と
に
観
光
客
が
増
加
し
活
用
度
が
最



も
高
い
路
線
で
あ
る
。
主
要
地
方
道
の
も
う
一
つ
は
、
久
万
・
池
川
線
で
、
こ
の
路
線
は
前
に
、
池
川
・
久
万
線
と
い
わ
れ
て
い
て
、

高
知
県
池
川
町
民
と
の
交
流
を
も
た
ら
し
た
唯
一
の
路
線
で
あ
る
。
地
域
住
民
の
利
用
度
も
高
く
、
現
在
も
国
道
三
三
号
線
の
代
替
道

路
と
し
た
機
能
を
持
つ
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
昭
和
五
七
年
四
月
主
要
地
方
道
に
昇
格
し
、
久
万

・
池
川
線
と
改
名
さ
れ
て
、
道
路
の

改
良
が
逐
次
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ほ
か
に
も
、

一
般
県
道
美
川
・
川
内
線
、
美
川
・
小
回
線
、
美
川
・
松
山
線
、
柳
谷

・
美
川
線
の
四
路
線
が
あ
り
美
川
村
民
の
重
要

な
県
道
で
逐
次
改
良
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
柳
谷

・
美
川
線
は
旧
路
線
を
美
川
嶺

・
公
園
線
と
い
い
、
美
川
嶺
に
、
南
国
と
し
て
は

比
較
的
降
雪
状
態
が
よ

い
こ
と
か
ら
昭
和
三
五
年
に
多
く
の
か
た
が
た
の
、
御
協
力
に
よ
り
美
川
ス
キ
l
場
が
開
発
さ
れ
、
爾
来
ス
キ

ー
場
ま
で
道
路
が
延
長
し、

ま
た
、
美
川
嶺
を
越
え
柳
谷
村
の
木
地
ま
で
開
通
し
て
五
四
年
一

O
月
柳
谷

・
美
川
線
と

改

名
、
y 
ζ 

の

後
、
国
鉄
パ
ス
の
乗
り
入
れ
な
ど
車
の
大
型
化
な
ど
に
よ
り
、
道
路
の
改
良
が
進
み
、
現
在
も
な
お
大
川
嶺
自
然
公
園

へ
の
主
要
路
線

と
な
っ
て
い
る
。

県
道
舗
装
事
業
は
、
昭
和
四

O
年
ご
ろ
か
ら
家
屋
連
担
地
区
か
ら
逐
次
舗
装
さ
れ
四
九
年
三
月
現
在
の
県
道
舗
装
率
は
四
五
パ

l
セ

ン
ト
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
も
舗
装
が
進
め
ら
れ
五
九
年
三
月
現
在
の
県
道
舗
装
率
は
八
四
パ

ー
セ
ン

ト
と
な
っ
て
い
る
。

木

キナ

道

土

昭
和
五
五
年
か
ら
村
道
台
帳
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
現
在
ま
で
の
道
路
が
見
直
さ
れ
て
、
五
七
年
一
二
月
二

O
日
の
美
川
村
議
会
に

第 1章

お
い
て
村
道
の
認
定
が
行
わ
れ
た
、
路
線
番
号
、
路
線
名
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。
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こ
れ
ら
村
道
に
つ

い
て
の
主
な
土
木
工
事
の
施
行
状
況
を
示
す
と
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
道
路
改
良
工
事
に
つ
い
て
、

あ
げ
て



山振で開設された村道蕨打線 〈上の道〉

み
る
と、

ま
ず
沢
渡
線
で
あ
る
。
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こ
の
路
線
は
昭
和
四
五
年
か
ら
山

振
法
に
よ
る
特
認
事

業

で
着

手

山振で開設中の村道面河立野線

し
、
四
八
年
ま
で
改
良
が
進
め
ら

れ
沢
渡
の
入
口
に
達
し
て
い
た
。

そ
の
後
も
引
き
続
い
て
昭
和
四
九

年
か
ら
五
一
年
ま
で
の
三
か
年

に
、
三
五
三
メ

ー
ト

ル
、
二

O

六
万
円
の
事
業
費
で
改
良
が
行
わ

れ
て
い

る。

続
い
て
、

蕨
打
線
が
山
振
法
に

校
門
ま
で
開
設
さ
れ
て
い
る
。

災
害
復
旧
工
事
を
含
め
て
五
五
年
ま
で
の
六
か
年
を
も
っ
て
、

八
九
七
メ
ー

ト
ル
、
事
業
費
一
億
四
六
五
五
万
円
で
美
川
中
央
中
学
校

よ
り
昭
和
五

O
年
か
ら
五
一
年
の

次
に
程
野

・
仕
出
線
が
、
昭
和
五
二
年
か
ら
五
四
年
の
三
か
年
で
六

O
七
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
八
四
八

O
万
円
で
改
良
、

天

神

線

寺
の
前
線
が
五
五
年
と
、
五
七
年
、

が
、
五
四
年
か
ら
五
八
年
ま
で
の
五
か
年
で
五
二
五
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費

一
億
六

O
O万
円
で
改
良
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
宮
中

五
八
年
の
三
か
年
で
一
七
一
メ

ー
ト
ル
の
、

事
業
費
二
四
九

O
万
円
で
、
西
古
味
・
野
尻
線
が
五



七
年
か
ら
五
八
年
の
二
か
年
で、

一
七
二
メ

ー
ト

ル
、
事
業
費

一
五
八

O
万
円
で
改
良
、
な
お
継
続
し
て
改
良
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で

あ
る
。

次
に
、
面
河

・
立
野
線
で
あ
る
が
本
改
良
工
事
は
、
昭
和
五
六
年
に
県
の
補
助
に
よ
り
、
三

0
メ
ー

ト
ル
余
り
を
事
業
費

一
0
0
0

万
円
で
改
良
さ
れ
て
い
る
。
五
七
年
以
降
は
山
振
法
に
よ
り
、
こ
の
路
線
の
改
良
を
県
が
代
行
し
て
進
め
て

い
た
だ
き
、
五
七
年
、
五

八
年
に
四
八
四
メ
ー
ト
ル
、

八
五
二

O
万
円
の
事
業
費
で
改
良
さ
れ
、
な
お
継
続
し
て
改
良
が
進
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

村道一覧表

路 線 番 号

番号 |一 級村 道 番号|その 他 村 道

20 成河 ・藤 社 線 15 栄 重 線

50 右E 屋 線 17 ノ ウ 谷線

53 蕨 打 線
18 回之元 線

21 成 河 ・大 谷線

番号 |二 級 村 道 22 藤 ネ土 線

23 平 井 線
7 長 |崎 線 24 中黒岩 ・沢渡線

16 面河 ・立 野線 27 鳩 宅ゴ 事担

19 成 JlI 線 30 堤 ・久主ノ下線

25 中黒 岩旧 道線
33 七 鳥 ・程 野 線

26 惣津 山 線
34 七 鳥 ・箇城線
36 中 f担 f泉

28 御三戸 線 37 横 山口 線

29 御三戸 ・荒瀬線 38 古味 ・中学校線

31 程野 ・仕出 線 39 河 |崎 る京

32 仕 出 線
40 東川 中学校線

35 西古味 ・野尻線
41 東川・下ノ谷線

42 井手 口 線
46 袋 JlI 線 43 片 山 d夜シtRg 

47 沢 渡 線 44 一 和 線

60 河 ロ 線 45 中村 山 線

62 黒田保 ・程野線 48 長 瀬 線

49 竹 谷 ・倶 谷線

番号 |その他村 道 51 竹 谷 1。正比R
52 御三戸 ・蕨打線

1 古 床 線 54 久 主 ノ下 線

2 釣 井 線 55 尾 貝 絞イシ~ミg 

3 清水 ・堂ケ森線 56 尾貝 ・札立 線

4 久 主 線
57 一 次 線

5 にい 組 線
58 荒 瀬 ・山 回線

59 漆 田 線
6 天 ネ中 線 61 河 口・下 組線

8 一一一 岩 紺l 63 黒 田 1ψk!土lt3 

9 一 箆 線 64 植 田 線一
10 沢 渡 ・二 箆 線 65 八lil~橋 ・ 室 i崎線

11 二 箆 支 線 66 梨ノ下 線

12 木 士山 線 67 

13 長 崎 ・信 木 線 68 寺 の 前 線

14 長崎 ・ヨラキレ線 69 中 通 ・豊 久 線
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続
い
て
舗
装
工
事
の
主
な
も
の
を
と
り
あ
げ
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
、

ま
ず
は
成
河
・
藤
社
線
で
こ
の
路
線
の
舗
装
は
、
昭
和
四

144 

九
年
か
ら
五
三
年
ま
で
の
四
か
年
で
一
九
六
二
メ
ー
ト
ル
、
二
七
五

O
万
円
の
事
業
費
で
完
成
し
て
い

る。

次
に
、
木
地
線
で
あ
る
が
、
こ
の
路
線
は
置
俵
か
ら
テ
レ
ビ
塔
の
あ
る
山
頂
ま
で
の
村
道
で
、
現
在
は
裳
川
か
ら
の
築
川
農
道
と
ド

ッ
キ
ン
グ
し
二
箆
、
仕
七
川
聞
の
便
利
な
唯
一
の
路
線
で
あ
り
、
昭
和
五
一
年
か
ら
五
八
年
に
か
け
舗
装
工
事
が
続
け
ら
れ
、
二
二
二

四
メ
ー
ト
ル
、

事
業
費
四
五
六

O
万
円
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
山
頂
部
分
が
未
舗
装
で
あ
る
。

舗
装
工
事
継
続
中
の
路
線
は
、
程
野
・
仕
出
線
、
沢
渡
線
が
あ
る
、
程
野
・
仕
出
線
は
、
昭
和
五
五
年
か
ら
五
八
年
ま
で
に
一

O
四

五
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費
一
九
六
八
万
円
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
が
、

ま
だ
、
未
舗
装
の
と
こ
ろ
が
多
い
。

沢
渡
線
も
、
昭
和
五
五
年
か
ら
五
八
年
ま
で
に
、
九
六
四
メ
ー
ト
ル
を
事
業
費
二
四
O
O
万
円
を
も
っ

て
舗
装
さ
れ
、
な
お
続
け
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
路
線
も
未
舗
装
の
と
こ
ろ
が
多
く
残
っ
て
い
る
。

四

橋

梁

村
内
の
橋
梁
は
、
別
表
に
示
さ
れ
る
四
四
の
橋
梁
で
あ
る
が
、
昭
和
五

O
年
、
五
一
年
に
片
山
橋
が
二
五

O
O万
円
で
架
設
、

士k
d、

た
、
五
一
年
、

五
二
年
に
植
田
橋
が
一
五

O
O万
円
で
架
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
五
三
年
、

五
四
年
に
成
川
橋
が
二
九
四

O
万
円

で
改
築
が
行
わ
れ
て
い
て
、

五
五
年
に
も
中
村
橋
が
一
二

O
O万
円
で、

五
八
年
に
も
成
前
橋
が
、

一
O
O
O万
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
改

築
さ
れ
て
い
る
。

村
道
の
動
向
を
示
す
と
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

道
路
、
橋
梁
と
と
も
に
、

五
七
年
に
数
字
の
変
動
が
あ
る
。
こ
れ
は
五
七
年
に

道
路
台
帳
の
見
直
し
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
示
し
て
お
き
た
い
。



第 1章 土 木

主な土木工事施行状況

年実施度 1 工 名 長 1 1隔 員|事業費| 備 考

49コ I 御橋沢震三改路伺渡藤戸線改良社工良・荒事瀬線
ml m 千円|
2ケ所 (5. 0)~4. 。 2，520県費補助事業

11 工線事
90.2 31 (4. 0) ~3. 0 

H p i l 御舗平改成舗井三装築河装g戸工橋工工・藤事事事・荒社v線瀬線(特ー〉

245.3 11 (5. 0) ~4. 0 18，吋 国庫 H 

278.0 01 3. 3~6 . 0 3，980県費 F 

11 78.3 2. 7 51 1;: ~~~I FO'>; 11 

f! 254.0 3.5 3，0001 11 11 

11 I " 196.0 3.5 2，5001 11 11 
f! f! 

11 東川・ 中学校線 263.0 2.5 3，0001 11 11 
f! 11 

~ 河崎線
f! f! 

162.0 4.0 2，0001 11 11 

f! 惣津山線
f! 11 

327.0 3.5 

11 平道成舗西沢小井路河装古渡規模線災味工・藤害事舗・装復社河線工旧口工事馬線事長門

270.0 1. 5~3. 1 1， 県費補助事業

11 18.0 1， 国庫 P 

50 I 瀬 430.0 2.6~7.2 5， 県費 H 

I! I n ‘ I 260.0 2. 3~13.3 3，0001 11 11 

11 沢道成蕨道成舗東小路規打路河川渡装墾改模線改下工・藤舗事良良ノ工装工社谷工線線事事事

213. 5 3.5 10，0001 11 11 

f! 273.5 1. 3~2. 5 1，780 I! I! 

I! 68.5 4.0 12，000 国庫 I! 

302.0 2.6~4.9 5，000 県費 I! 

I! I /;;' f! 197.0 2.6~6.8 3，000 I! I! 

。I大清小水規谷堂模線本舗ケ森装組線 675.0 O. 7~4.0 4，0001 I! I! 

f! -'，;'" I! 785.0 1. 3~2 . 0 4，0001 I! I! 

I! 河道道防成舗蕨沢木路護崎打渡路河装地線災線柵線改工線・害工藤事良復事工社事線旧工事

21. 0 2，978 国庫 I! 

51 I 30.0 H3.0 1 420 村単事業

庁 | 50.0 4.0 5，059県費補助事業

I! 480.0 3.5 7， 000 I! I! 

143.7 2. 7~7.3 3，000 特別債

145 



草壁|工 事 名 |延 長 JIIIThi 員|事業費| 備 考

m ロ1 千円
51 27.9 7，65 0国庫補助事業

11 193.5 1. 7~4. 1 2，50 0県費

// 61. 5 3.0 5，000 I! 11 

11 146.5 A 725. 8m2 2，000 11 

11 
11 11 

191. 0 A 616.8rrf 2，900 11 11 

11 
三岩線 239.6 A 802. 9m2 
11 11 4，300 11 11 

11 
木地線

104.0 A 405.5rrf 
11 11 

1，600 11 11 

52 程道野路改・仕良工出線事 30.61 4.0 5，699 {寸単事業

11 11 
11 40.0 2，000 11 11 

11 107.0 3.0 10，000 県賀補助事業

11 710.0 2.0 5，000 11 11 

11 77.53 4.0 9，000 11 11 

11 74.30 4.0 5，983 起債事業

11 321. 0 3. 1~7.0 5，000 県賀補助事業

11 
ケ所

135.3 13， 133 村単事業

11 130.0 3.5 10，000 県賀補助事業11 11 

11 程組清野水小規・地模堂蔵舗堂森装線工線大事黒川下 659.0 1. 8~2. 0 5，000 /! /! 

11 
ケ 藤川 600.0 1. 6~2. 0 3，500 

/! /! 
/! 11 

/! 荒道成瀬路河災・・害藤回復社渡野線旧瀬工事線 13.5 1，602 国庫 11 

/! 36.0 
/! /! 

4，055 11 11 

/! 程道野路改・仕良工出事線 37.55 4.0 7， 000 県費補助事業
11 11 

11 

道重道程山路振打野路野線災代改・・害行開仕仕良復設工出出工線事線旧工事(事特改〉

70.0 4.5 3，512 国庫 /! 

11 164.0 4.0 30，000 11 /! 

53 129.6 4.0 10，000 /! /! 

11 44.0 4.0 7， 000 県費
11 11 

/! 

/! 

西道尾小規古路貝模災味・札舗害・立装野復線工尻旧事線工事
550. 0 1. 5~2. 0 5，000 /! /! 

/! 11. 0 4.0 1，485 国庫 /! 
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第 1章 土 木

年実施度 I 工 事 名 長|幅 員|事業費| 備 考

53 1 久主ノ下・ 中学校線
ロ1 4.0 E11 l 

If If 
12. 0 1，582国庫補助事業

If 
|程野 ・仕出線
If 11 

15. 0 4.0 1，4921 If If 

" I " " If 11 
20.0 4.0 1，754 /! " 

If I!道成橋木襲舗華社路川梁地川装改橋改線新線・大設良築工谷工工線事事事
58.0 3.0 6，000 県費 If 

If 26.0 4.0 18，000 " " 

" 453.0 6，0001 11 " 

" 375.0 4，0001 
11 11 " If 

" 
l井手口線 347.0 8，0001 
" " " " 

" 東竹小I古規谷 ・大線舗味装川工線事 180.0 3，0001 " 
" 模味 70.0 1， 7401 
" " " " 

If 
|馬門 ・合戦線 800.0 1.5 5，0001 
" " " " 

'1 元井谷線 200.0 1.5 1， 8801 
" " " " 

P p l1l 程道長道中組路崎路野災線改ヨ・害仕良ラ復工キ出事線旧レ工線事

187.8 3.0 20，000 " " 
12.0 1， 295 国庫 " 

" 
13.0 1，342 " " 

" I " " " 
44.0 3，7941 " " 

" I " " " " 
32.0 2，485 " " 

" 成舗栄蕨程道小山河装重規振打野路新模代線災・・・ 藤藤道害設舗行仕社工社装路復出線事線工改線旧工事良工事

154.0 3.0 3，000 県費

" 710.0 1.5 4 860 " " 
| 事 213.0 4.0 33，000 国庫 " 
54 1 35.0 6，034 11 " 
" I " " " " 

45.0 " " 
" 
I If If 

If " 
35.0 3，522 If If 

If I If " If If 
45.0 " If 

If 
|成河 ・藤社線 15.0 
" " 

If If 

If 
l 黒生木舗藤活地装川道線新路・修中組繕工線事

77.7 

設工事
253.0 3.5 5，000県費補助事業

147 



| 年実施度| 工 事 名

54 I ~程き高天道小基藤神野路山規路川改線模線改・舗仕良良・工装工中出組事工事線 線事
ロ1 m 千円
179.56 

I! 290.0 1. 5 1 1， 7801 I! I! 

I! 121. 0 3.5 20，0001 

I! 出事線

I! I! 

I! I! 
44.0 4.0 16，0001 I! I! 

8B 1El 尾尾小貝規貝模・・ 札舗本立装組線工線 事
350.0 1.5 5，0001 I! I! 

I! I! 
113.0 2. 3~3. 0 1，0001 I! I! 

I! 
1:本組 ・大谷線
I! I! 

388.0 2.0 4， 100 I! I! 

f/ 道程道道蕨西御打路野路古路三線改特l災戸床仕殊害良・・ 工改野復荒出線尻瀬事良旧工線工線

293.6 4.0 36，000 国庫 I! 

| 事 109. 1 4.0 17，000 I! I! 

~ 事 11. 5 3.0 1，2521 I! I! 

I! 22.0 3，283 I! 
I! I! 

5P 5 l| 成程道成線川野路橋災・仕害改築復出工線旧事工事

26.0 4.0 11，400 県費

24.0 1， 675 国庫 " 
I! I I! 

I! " I! 48.0 5，253 I! I! 

ff 
ff 

I! I! 
25.0 2，2741 " I! 

I! I {道中壁打路線線改良工事 158.37 4.0 27，900 I! f/ 

I! 97.89 3.5 10，000 県費
" I! 

I! 

I! |中村橋改築工 事 17.4 3.0 12，000 I! " 

" 栄木舗程小重地装野規模線新・・設舗仕中黒工装出工岩事線 線事

540.0 1. 5~2. 0 4，4001 I! I! 

I! 380.0 3.0 6，0001 I! 

H|HAY  270.0 3.0 6，000 I! I! 

I! 埠i木主主路地災線ノ下害復・中旧工学校事線 10.0 1，454 国庫 I! 

I! ""'u"'''' I! 34.0 4.0 4， 738 I! I! 

8H ll 天道宮神路中線改・寺良工ノ事前 線
170.88 3.5 20，000 県費 I! 

ff ff 
55.0 3.0 7，900 ff I! 

I 程道沢舗装野路渡懇新災・設害仕工復出事線旧工事
350.0 I! 

12. 0 1 140国庫 I! 
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年実施度 I 工 事 名 長 |幅 員 |事業費 |備 考

程道野路災・仕害復出線旧工事

主n m 千円
55 11. 0 2.45 l国庫補助事業

" 
I! I! 

I! I! 
22.0 3 170 I! I! 

" 
西古 ・味野尻線 22.0 
I! I! 

1. 835 I! I! 

I! 道天久主路神線改ノ下良工・事中学校線 50.0 4.0 4，00 0県費 I! 

I! 
I! I! 

8，00 0村単事業

I! " 道路排水処理工事 1，550 I! " 
I! 

I! 

平室西和崎路古橋災ヨ・害塗味ラ復装野キ工尻旧レ工事線線事

62.4 A 419.7 1，250 I! I! 

56 10.0 3.6 1. 65 1国庫補助事業

" 11. 5 3.0 

" 11 
1，177 I! I! 

I! 
成河・藤社線 6.0 4.0 

l 

I! " 
1，085 " I! 

" 
道天久主ノ下良工・中学校線 50.0 4.0 o県費
路神線改 事

6，05 I! 

" 96.22 4.0 

" I! 
20，000 I! 11 

" 
荒瀬 ・回渡野瀬線 80. 14 
I! I! 

4.0 10，000 I! 11 

" 
栄舗西道下小木重規地装古路ノ模線新味災谷・害線舗設中・黒野復装工岩事尻旧線線工事

300.0 1.8 4，000 I! I! 

I! 152. 1 4.0 6，000 I! I! 

" 18.0 1，922 国庫 I! 

" 10.0 
" I! I! 

1，175 " " 
I! 

下面道蕨天路打水河神道線改線・整立良野備工工線事事

172.9 6，000 県費 I! 

I! 30. 14 4.0 10，000 I! I! 

I! 15.0 3.0 
I! " I! 

3，000 村単事業

11 

天舗道程沢舗沢渡装神路野装渡線新線改新線・設設仕良工工工出事事線事

145.0 4.0 5，000 県費補助事業

57 102. 1 3.5 30，000 I! I! 

219.0 4.0 5，000 I! I! 

I! 160.0 4.0 

" " 11 
5，000 I! I! 

I! 
木地線 166.5 
I! I! I! 

4.0 5，000 11 I! 

長崎線 222.0 
I! I! I! 

4.0 7，000 I! I! 

I! 成道河路修・藤繕社工線事 20.0 4.0 3，400 国庫 I! 

J 
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年実施度 I 工 事 名 長 1111高 員 |事業費 l備 考

有土道宮道西沢枝路古留渡中路線

工線

災改味・

寺事

害良・復工野ノ尻前事

旧工線

線

事

ロ1 ロ1 千円
57 30.0 3，90 0県費補助事業

" 35.0 5. 0~6. 0 7，61 2国庫 " 

" 59.0 3.0 7，00 0県費 " 
" 42. 47 3. 0~4. 0 

11 11 11 
5，000 11 11 

" 230.0 1.8 3，000 " 11 

" 
10ケ所

4 . 0~7 . 4 15，29 9国庫116.5 
11 

11 42.0 3.0~4 . 0 2，000 県費 11 

58 9.0 鋼管杭 4，250 県費 11 

" 131. 0 1.8 2， 200 11 11 

" 234. 1 4.0 5，000 11 " 

" 11 11 11 145.0 3.0~4 . 0 3，000 11 11 

" 
蕨打線 502. 1 A2， 276. 9m2 
11 11 11 

8，000 11 " 
11 
木地線 251. 5 A1， 285. Om2 
11 11 11 

8，000 " " 
11 
程野 ・住出線 145.0 A 651. Om2 3，000 
11 11 11 " 11 

I! 
沢渡線 164.0 A 838.8nf 
I! I! " 

5，000 11 I! 

I! 御舗荒三装瀬戸修・繕山・荒工回瀬事線 ・三次線 A 442.0nf 1，000 村単事業

" A 281. Om2 
I! I! 11 

1，523 11 I! 

I! 
天道宮路神中線改・寺良工ノ事前線

19.80 3.50 5，000 県費補助事業

" 57.86 3.0 11 11 11 
10，000 11 11 

11 
西古味 ・野尻線

125.99 3. 0~4. 0 
11 11 I! 

10，800 11 11 

11 
成河・ 藤社線

125.64 I! I! 11 
4.0 12，350 11 11 

" 8.44 4.0 10，000 I! I! 

" 28.7 1，296 村単事業

" 4ケ所 228. 8m2 1，117 I! 11 

11 20.0 4. 0~5 . 0 3，231 国庫補助事業

11 
3ケ処 3. 5~4 . 5 5，818 11 11 11 41. 0 

11 I! 
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橋梁一覧表

梁 名 |備考鷹|橋
梁

1 目IJ Jll 橋 。 25 七 ，鳥 橋 。
2 梅 之 羽翼 橋 。 26 ::Ji二 手 口 橋 。
3 リヨウシ 谷橋 。 27 ニ:z. グ チ 橋 。
4 ビキイ シ橋 。 28 片 山 橋 。
5 長 |崎 橋 。 29 一 和 橋 。
6 ヨラ キレ 1号橋 。 30 中 村 大 橋 。
7 I! 2 I! 。 31 集 Jll 橋 。
8 I! 3 I! 。 32 長 品質 橋 。
9 I! 4 I! 。 33 損 谷 橋 。
10 I! 5 I! 。 34 岩 屋 寺 橋 。
11 成 Jll 橋 。 35 極 楽 f喬 。
12 成 橋 。 36 上 黒 在tム三Sf 橋 。
13 ，馬 足 谷 橋 。 37 岩 瀬 P 橋 。
14 オツ ケゴ 橋 。 38 荒 瀬 j喬 。
15 イ モツ ケ橋 。 39 成 目り 橋 。
16 平 ::Ji二 橋 。 40 有 枝 橋 。
17 沢 渡 橋 。 41 河 口 橋 。
18 桂 ガ 谷 橋 。 42 植 田 橋 。
19 向 谷 橋 。 43 成 谷 橋 。
20 物d也、 津 山 橋 。 44 r邑..._ 中 橋 。
21 御 一 戸 橋 。
22 程 野 橋 。 15m以上 構造図有り 。
23 平 和 橋 。 15"-' 5 m I! I! 。
24 イ ノ 橋 。 5"-'2m 構造図無 し 。
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村道の動向

道 路 橋 梁
年

総 延 長 I (幅う2ちm車以道上)I舗装延長 箇所数| 延 長

昭和50 163，455m 28，239m 5，938m 84 1，162m 

51 163，409 30，072 7，329 81 1，148 

52 162，394 29，328 7，959 76 1，085 

53 162，394 29，328 7，959 76 1，085 

54 161，363 30，229 7，959 76 1，088 

55 161，363 30，229 9，952 76 1，088 

56 161，363 30，585 10， 780 76 1 088 

57 61，512 37，470 27，747 42 859 

58 62，623 38，581 27，760 43 872 

第
二
節

林

業

土

木

152 

林

道

林
道
の
開
設
は
、
森
林
組
合
の
事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
昭
和
四
八
年

こ
ろ
か
ら
村
が
事
業
主
体
と
な
っ
た
林
構
林
道
、
民
有
林
林
道
な
ど
の
公
共
林
道
も

開
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
生
産
基
盤
が
い
っ
そ
う
拡
充
さ
れ
て
き
た
。

開
設
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
開
設
さ
れ
て
い
る
林
道
も
あ

っ
て
、

一
つ
は
昭

和
五
十
年
か
ら
開
設
の
、
広
域
基
幹
林
道
西
谷

・
日
野
浦
線
で
、
幅
員

四
メ

l

ト

ル
、
延
長
八
九

O
二
メ
ー
ト
ル、

事
業
費
の
累
計
額
が
八
億

二
ニ
O
O万
円
と
も
な

っ
て
い
る
が
、
昭
和
五
九
年
度
も
引
き
続
い
て
開
設
の
予
定
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、
昭
和
五
三
年
か
ら
県
単
で
開
設
を
始
め
た
、
林
道
ト
ロ
メ
キ
・
稲

村
線
で
あ
る
が
、

昭
和
五
四
年
か
ら
は
公
共
の
普
通
林
道
ト
ロ
メ
キ
・
稲
村
線
と
し

て
五
八
年
ま
で
村
が
事
業
主
体
で
開
設
さ
れ
、

ト
ロ
メ
キ
組
ま
で
開
通
し
た
、
地
元

民
の
喜
び
は
た
い
へ
ん
な
も
の
で
開
通
祝
賀
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

こ
の
林
道
を
過
疎
代
行
で
開
設
し
て
い
た
だ
く
よ
う
た
び
た
び
陳
情
し、

お
願
L
V



て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
実
現
し
、
昭
和
五
九
年
度
か
ら
過
疎
代
行
林
道
ト
ロ
メ
キ
・
稲
村
線
と
し
て
、
県
が
事
業
主
体
で
開
設
し

併
せ
て
昭
和
四
九
年
か
ら
の
林
道
災
害
の
復
旧
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

木土第 1章

大谷線開設状況(民有林林道〉

県営による広域基幹林道西谷日野浦線開設状況

県営による過疎代行林道トロメキ・稲村線開設状況
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美川村開設林道一覧表 (昭和59年度調べ〉

よ~I 路線名|同延 長|事業費| 地叫摘
m ロ1 千円

43.44.森林.村施施行行昭和43..........58大 谷 線 4.003.664.1 122，070 日野浦 56.57.58 

44..........55 平 井 線 3.002，947.4 47，500 沢日野打渡IJ 44..........51まで
森林組合ま施行

45-58 水ネ押線イシヨブ 4.00 6，923.2 408，966 東 川
45-52 で
森林組合施行

48..........51 藤社支線 4.00 1，519.0 39，047 日野浦 林構

48..........58 イグイ 横山線 4.00 4，068.1 365， 194 東 川
48..........52まで
林構

49..........56 西 谷 泉 3.002.80 
1，875.6 98，000 " 

49..........53森間林伐施行
54..........56 

51 .......... 下 組 線 3.001， 500. 0 2，000 大 JII

53..........58 トロメキ稲村 4.00 2，678.1 274，842 黒藤川
53 

線

56県76単森.林58組Fl3j{:合主施行56..........58 惣 津 山 線 3.00 1，773.7 48，000 中黒岩

56..........58 長 |崎 線 4.00γ6印0.0 86， 000 黒藤川 林構

56..........58 有 枝 線 4.0011，736.0 122，000 有枝

言十 131凶 2¥同日91

林道災害復旧事業 (昭和59年度調べ〉

よ坦 路
線 名 i幅 業 費

昭和49 木 線 3.60m 45.0m 1，022千円

51 イロノ トウ 線 3.00 40.0 2，690 

54 水押イシヨブネ線 4.00 22.0 2， 162 

57 " " " 4.00 28.0 760 

" " " " 4.00 15.0 4，326 

11 中 中す 線 3.00 37. 0 1，053 

11 平 井 全市対由t 3.00 10.0 802 

11 イロノ ト ウ線 3.00 13.0 922 

11 有 枝 線 4.00 28.8 926 

58 イグイ 横山線 4.00 23.0 1，648 

11 大 谷 線 4.00 26.0 566 

16，877 
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木土第 1章

地すベり防止地域指定工事鈍行状況

地 域 名 指定年月日 |指定面積|累計事業費

一 箆 34. 1. 29 22.90ha 2，249千円一
中 黒 岩 35. 8. 13 27.50 199，749 

築 ]11 35. 8. 13 20.90 187，590 

イ土 出 35. 8. 13 11.40 16，128 

高 山 36. 5. 24 20.60 74，214 

黒 藤 ]11 36. 5. 24 13.60 

沢 渡 36. 5. 24 33.50 29，818 

ム口. litt 36. 5. 24 19. 50 717 

大 谷 36. 5. 24 12.30 3，443 

上 谷 37. 12. 6 5.83 2，871 

上 黒 :E- 42. 3. 31 56. 10 76，028 

計 11 地 区 592，807 

第
三
節

国

土

保

全

昭
和
三
三
年
に
地
す
べ
り
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、
木
村
に
お

い
て
は
昭
和

四
八
年
ま
で
に
一
一
地
区
が
防
止
地
域
と
し
て
指
定
さ
れ
、
地
す
べ
り
地
帯

の
防
災
工
事
が
木
格
的
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
累
計
事
業
費
は
一
億

六
八

O
O万
円
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
御
承
知
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の

後
も
一
一
地
区
の
指
定
地
に
変
わ
り
は
な
い
が
毎
年
巨
費
が
投
じ
ら
れ
、
五

八
年
ま
で
の
累
計
事
業
費
は
五
億
九
二

O
O万
円
を
超
え
て
い
る
。

各
地
区
の
工
事
施
行
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

い
っ

ぽ
う
砂
防
法
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
る
事
業
に
お
い

て
も
、
前
記
事
業

と
と
も
に
重
視
さ
れ
、
昭
和
四
八
年
か
ら
五
八
年
ま
で
に
築
川、

大
川
、
大

谷
川
な
ど
合
わ
せ
て
九
か
所
の
工
事
が
施
行
さ
れ
て
、
総
事
業
費
が
二
億

一

八

O
O万
円
と
な
っ
て
い
る
。
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第
一
節

地

籍

調

査

完

了

近

し

当
初
一

0
か
年
の
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
地
籍
調
査
事
業
も
、
計
画
ど
お
り
の
進
捗
は
無
理
で
あ
っ
た
。
現
在
調
査
中
の
大
川
左
岸

地
域
の
調
査
結
果
を
昭
和
六

0
年
度
末
に
登
記
所
に
持
ち
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
六
年
に
及
ぶ
本
事
業
に
も
や
っ
と
幕
が
下
り
る
。

本
誌
の
刊
行
に
当
た
り
、
こ
こ
に
着
手
以
来
の
実
績
を
掲
げ
て
本
事
業
の
ま
と
め
と
し
た
。

な
お
、
本
事
業
の
目
的
、

必
要
性
な
ど
の
基
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
は
、
昭
和
五

O
年
三
月
刊
行
の
「
美
川
村
二
十
年
誌
」
に
詳
し

い
の
で
、
本
誌
で
は
そ
の
重
複
を
避
け
た
い
。

地
籍
調
査
の
実
施
状
況

地
籍
調
査
事
業
の
全
国
の
実
施
状
況
は
、
昭
和
五
九
年
度
現
在
で
二
九

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
だ
と
い
う
。
国
土
調
査
法
の
施
行
が
昭
和

二
六
年
だ
か
ら
決
し
て
高
い
実
施
率
と
は
い
え
な
い
が
、
普
通
そ
の
狭
隆
が
嘆
か
れ
て
い
る
日
本
国
土
も
、
地
籍
調
査
と
い
う
立
場
か

ら
見
れ
ば
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
た
い
へ
ん
な
作
業
を
必
要
と
す
る
広
き
で
あ
る
。
と
う
て
い
一
挙
に
調
査
を
完
了
す
る
こ
と
は
で



き
な
い
の
だ
か
ら
、
多
く
を
期
待
す
る
こ
と
は
無
理
な
こ
と
な
の
か
も
知
れ
ぬ
。

し
か
し
、
都
市
周
辺
の
開
発
地
域
及
び
近
く
開
発
が
予
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
地
域
は
、
調
査
を
急
が
な
い
と
、
地
域
社
会
が
崩
壊

実
施
状
況
を
見
て
み
よ
う
(
表
1
参
照
〉
。

し
た
り
形
質
の
広
域
変
更
が
進
行
し
て
か
ら
で
は
調
査
は
不
可
能
と
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、

愛
媛
県
下
の

現
在
愛
媛
県
に
は
一
二
市
四
四
町
一
四
村
合
計
七

O
の
市
町
村
が
存
在
す
る
が
、
昭
和
五
九
年
度
ま
で
に
全
域
を
完
了
し
た
の
は
四

国土調査第2章

一
・
四
三
パ

ー
セ
ン

ト
に
当
た
る
二
九
町
村
で
あ
る
。
目
下
=
二
の
市
町
村
が
調
査

中
で
あ
り
、
こ
れ
が
完
了
す
れ
ば
八
五
・
七
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
率
と
な
る
。
未
実

施
の
町
村
も
そ
の
う
ち
着
手
の
見
込
み
の
よ
う
で
あ
り
、
や
が
て
は
全
県
実
施
の
運

び
と
な
ろ
う
。

国土調査県検査風景

調
査
の
結
果

地
籍
調
査
に
よ
っ
て
面
積
が
ど
う
変
わ

っ
た
か
興
味
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

表
2
・
3
の
地
籍
調
査
実
施
前
後
の
地
域
別
と
地
目
別
の
筆
数

・
面
積
比
較
表
を
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

田
の
面
積
が
調
査
後
増
え
て
い
る
の
は
畦
畔
を
含
ん
で

い
る
た
め
も
あ
り
、
畑
が

減
少
し
山
林
が
増
加
し
て
い
る
の
は
時
代
の
反
映
で
あ
ろ
う
か
。
長
狭
物
欄
の
道
は
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道
路
、
水
は
川
、
谷
、
水
路
な
ど
で
あ
り
、
公
衆
用
道
路
が
調
査
後
無
く
な
っ
て
い



表

愛
媛
県
地
籍
調
査
事
業
実
施
状
況
表
(
昭
和
五
九
年
度
〉

ハ愛
媛
県
農
林
水
産
部
農
政
課
調
)

一一一 一一一
五四 三 二一 O 九八七六五四三二一
広大 関 一城御吉城野 宇明 上岩弓宮 lDr 

全域完了見 西前 合fA 辺 荘田 川村和 浜浦城 削 窪
村ー

名

町町村町町町町町町町町町村町町

ニ四四ニニニ一一ニニニニ四ニニ

着手年度

し

八六七八九九九八四二七五五九二 f市こ

年度
町村

五五五四四四ニニ四四四四五。 四ニ

年度フ了ロ三 二一七八七七九八 六六三 五七年度

~ 五 四 一一一 一 一 市一

議部号島条北市 話3宇和百字和市島 存みJの主街耕西条市 自角野h居新浜 自富h田今治 白余士h松山
町
計域画区キす

名
の

四 四 一一 一 一

着手年度
み出7了市巳J¥、 /¥ /¥ ハ、

九年度
/¥ 

年度 年度 年度 年度 年度

五 五 四

0 年度

一
年フ了度C 

1村II了

/¥ 
/年度、 七年度 九年度

八

年度 年度

一一一一一一
五四三二一 O 九八七六五四 三 二一 市
面ニ中双 小 西波瀬ニニ砥丹美大東 町

河瓶山海田 海 方 戸 崎間部原川掛|予 キナ

施調査実を中

名
村町町町町町町町町町町町村市市

五五0 五0 五0 五0 四九四四四四四四四四ニ
主着手九 九八八七五五四七年度

の

ハ六五九六六 五ハ五五六六0 ハ 0ハ七六
年度フ了ロ

市

五二 二四九 O 九九一 九 九二 I村I1r 
年度

要摘

四一 一

未実施市魚松 川別

島 前内 子
111 

H村'r 
村町町村
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二
九
一柳

一
六
一小

一
七
一松

一
八
一肱

一
九
一久

松

町
三
八

野

町
西

O

111 

町
四

万

町
一四
一一一

二
O
一五

十

崎

町

西

五

海

村
一四
八

二
一
丙τと

口

二
三
一伊

二
四
一保

二
五
一生

二
六
一菊

海

町
一四
四

方

町
一四
七

内

町
一四
八

名

村
一五
三

間

町
一四
七

二
八
一河

二
七
天
三
島
町
西

O

村
一四
三

第 2章

辺谷

村
西
六

五五五五五五五
回

五
五

五
五

五
五

五
六

五
，じ

五
，七

五
七

一
六
一日

一
七
一玉

一
八
一内

一
九
一広

一O
一八

幡

浜

市

一五
三

町
一五
三

二

一長
三
一朝

士
ロ

村
一五

)11 

IBJ 
五

子

町
五

田

村

五

浜倉

村
一五
四

三
三
川

之

江

市

一五
五

一四
一伊

一五
一伯

一六
一津

予

市
一五
五

方

町
一五
六

島

町
一五
七

一七
一伊
予
三
島
市
一五
七

一八
一新

九
一重
一O一中
二
王

官

村
一五
七

信

町
一五
七

島

町
一五
七

居

町
一五
九

/、六
八

七。七六七ム

/、七。六七j¥ /¥ 七
七

七七。七四
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地籍調査実施前後の地域別筆数・面積比較表

地 籍調査 前 地 籍調査 後
地前動籍後の比調の面率査積実施変地 域 名

数!面積仏 数|面積仏筆 筆a

% 
有 枝 4，454 293.33 3，200 889.84 303.36 

七 鳥 4，026 556.30 3，190 1，110.60 199.64 

東 )11 8，434 1，177.26 7，237 2，895.40 245.94 

仕 出 2， 768 256.78 2， 190 408.19 158.96 

沢 渡 2，237 191. 68 1，580 275. 52 143.74 

黒 藤 JII 7，327 2，893.42 6，578 2，664.91 0.92 

日 野' 浦 10，411 744.97 8，404 2，067.92 277.58 

中 黒 岩 2，996 139.00 2，367 322.20 231. 80 

上 黒 左1-'-玉J 5，204 327.95 3 487 614.51 187.38 

大 )11 

表 2

る
の
は
、
長
狭
物
扱
い
と
し
た
た
め
で
あ
る
。
筆
界
未
定
地
と
は
、

関
係
者

160 

の
紛
争
な
ど
に
よ
り
公
示
し
た
調
査
期
間
内
に
筆
界
が
確
認
で
き
ず
、
や
む

を
え
ず
筆
界
未
定
地
と
し
て
処
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

四

お
世
話
に
な
っ
た
か
た
が
た

昭
和
四
五
年
度
に
着
手
以
来
、

一
五
年
間
に
お
世
話
に
な
っ
た

調
停
委

員
、
協
力
員
の
数
は
延
べ
二
三
五
名
に
上
る
。
本
事
業
が
近
く
完
了
を
迎
え

る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
多
数
の
か
た
が
た
の
お
か
げ
で
あ
り
、

こ
こ
に
氏
名
を
掲
載
し

(
表
4
参
照
)、

そ
の
御
協
力
に
対
し
心
か
ら

お
礼

を
申
し
上
げ
る
。

五

調
査
費
用
は
ど
の
く
ら
い

本
事
業
の
経
費
負
担
の
割
合
は
、
国
が
六
分
の
四
、
県
と
村
が
六
分
の

一

ず
っ
と
法
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
超
え
る
経
費
は
す
べ
て
村
費
負
担
と
な

る
。
ち
な
み
に
、
昭
和
四
五
年
度
か
ら
昭
和
五
九
年
度
ま
で
の
事
業
費
総
額

は
約
四
億
九
五

O
O万
円
、
う
ち
国
庫
補
助
金
が
約
一

億
九
六

O
O万
円、

県
補
助
金
が
約
四
九

O
O万
円
で
あ
り
、
村
の
負
担
割
合
は
五
一
パ

i
セ
ン

ト
に
及
ぶ
c
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表3 地籍調査実施前後の地目別筆数・面積 (ha)比較表

て地¥目¥¥、、地筆面¥域盈積

有 校 七 ，~圭'J 

調 査前 調査後 調査 前 調査後

筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積

田 761 14.21 462 19.02 280 6.91 192 9.86 
‘ 、

土田 1，558 80.84 637 31.25 1，997 166.88 819 33.77‘ 

宅 地 235 4.08 160 4.45 261 4.93 268 7.431! .......1. 

十4守mL 田

鉱泉 地

池 沼 0.04 

山 林 1，753 192.07 1，790 805.98 1，303 366.27 1，799 997.091; 

牧 場

原 野 0.21 123 3.78 39 2.73 59 1.84 r 

墓 地 47 0.43 20 0.43 109 0.43 33 0.6611 

境内地 0.12 0.05 7.98 7.001i 

運河用地

水道用地

用悪水路

溜 池 0.03 0.10 0.02 

1是

井 溝

保安林

公i草衆 E用各 87 1.22 33 0.16 

fム1ヘ. 園

雑種地 0.05 0.06 0.01 10 0.31 

学校用地 0.03 

長狭 物
道 10.68 道水 42.19 
14.04 10.11 

鑑未 定 地界 0.35 31 0.32 

メ(::l入 言十 4，454 293.33 3.200 889.84 4，026 556.30 3，190 1.110.60 

161 



円Ij干血、¥目¥¥地準而域教H¥ t 
東 )11 イ士 出

言'，F，i1i"f前 調査後 調査 前 調査後

筆数 回戦 筆数 而積 銃数 面積 筆数 面積

田 1.387 41.00 1.012 58.40 622 14.59 264 17.64 

1111 3，543 314.04 1.397 59.37 1，036 79.46 393 21.221 

宅 J也 543 11. 51 468 14.15 86 2.24 85 2.85 

田

f，)i: jj-!_ J也

j也 j百 0.02 

山 H: 2.507 729.46 3，404 1.740.22 854 157.50 1，314 337.88 

牧 j揚

!京 里子 60 9.54 339 11.67 65 2.31 98 3.72 

百-，'ェ，五" J也 153 0.87 37 0.98 32 0.20 20 0.23 

JJ~ 内 J也 0.16 0.55 0.08 

i五河用地

水j丘!日J也

用悲水路

fa }山 0.25 11 0.60 0.02 0.05 

:t)i: ヨ 0.03 0.01 35 0.04 

井 i島

保安林 79 68.79 506 905.45 

i公在衆用日各 139 1.24 33 0.38 

/斗丈J、 園

知~ 11fi J也 0.19 46 0.95 0.04 12 0.20 

学校用地 4 3.16 3.95 

長 狭物 道水32.69 
47.09 

水ill 16.32 
6.97 

法未定 地界 60 19.34 1.03 

メEコ弘、 8，434 1，177.26 7，237 2，895.40 2，768 256.78 2，190 408.19 
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[苅
沢 j度 黒藤 川

調査 前 調 査 後 調査 前 調査 後

筆数面積 筆数 面積 筆数 面積 筆数 面積

田 503 12.91 272 18.38 1，167 34.05 758 39.811 

:J:m 830 47.15 296 14.31 3，238 189.39 1，260 55.37 

宅 J也 64 1.68 66 2.18 309 6.95 320 10.47 

出 田

鉱泉 地

池 m 
山 林 746 124.57 795 225.06 2，340 1，402.70 3，769 1，675.42 

牧 場

!京 型子 56 2.74 115 4.58 94 4.65 228 6.22 

基 f也 21 0.08 15 0.14 76 0.27 72 0.50 

坑 内地 0.08 0.06 1.12 0.24 

運河用地

水道用地

用悪水路 0.01 

溜 池 2.25 2.08 0.03 0.07 

堤 10 0.03 10 0.01 21 0.49 11 0.47 

井 溝

保安林 1811，253.01 101 810.10 

道公 衆用路 15 0.05 

公 困

雑種 地 0.19 0.27 0.06 42 0.63 

学校用地 35 0.64 12 1.04 

長狭 物 道水 3.32 
4.48 

道水 23.46 
41.08 

築未定 地界 10 0.65 33 0.03 

メ口入 言十 2.237 191.68 1，580 275.52 7，327 2，893.42 6，578 2，oo4.91 

L63 



[:ヌ 日 野浦 中 黒岩

調査 前 調査後 調査 前 調査後

筆数面積筆数面積 筆数 面積 筆数 面積

田 1，678 55.41 1，037 66.55 616 14.65 330 15.69 

土田 4，196 196.72 1，462 69.39 1，075 42.92 353 10.90 

1宅 地 469 8.92 385 11.74 104 2.32 81 2.551
1 

田

鉱泉 地

池 沼 0.14 

山 手本 3，560 462.86 4，435 1，113.95 965 76.77 1，348 251. 53 

牧 場

原、 町' 123 6.08 659 31.08 43 0.59 195 7.38 

zー17一sz g 地 71 0.27 56 1.13 16 0.09 13 0.26 

t;z内地 0.34 0.37 0.17 0.13 

運河用地

水道用地 0.04 0.011' 

用悪水路 68 0.25 

溜 池 0.19 0.04 0.66 

堤 76 0.32 

井 溝

保安林 56 10.48 286 562.71 0.73 

i公草衆 E用各 123 1.61 i 80 0.62 

/ι又J、 園

雑種 地 55 1.70 75 38.04 19 0.51 30 0.84 

学校用地 0.14 0.65 

長 狭 物 t 
道水 57.01 
65.69 

水道 11.87 
19.65 

鑑未 定 地界 53 49.43 

ム口、 10，411 744.97 8，羽42，067.92 2，996 139.00 2，367 322.20 
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[苅
上 黒 岩 大 111 

調査前 調査後 調査 前 調査 後

筆数面積 筆数面積 筆数 面積 筆数 面積

田 780 18.07 322 16.50 

土田 1，703 87.55 363 10.97 

そ炉~コ. 1也 328 4.24 175 5.94 

):1I甘lL 田

鉱泉 地

池 m 
山 林 1，809 207.32 2，238 503.79 

牧 場

原 野L 87 1.74 234 5.60 

墓 地 79 0.28 39 0.51 

境内 地 0.11 0.41 

運河用地

水道用地 0.09 

用悪水路 40 0.20 

溜 池

堤 39 0.21 

井 溝

保 安林 21 2.23 31 3.27 

i公蓋衆用E各 297 5.20 

公 園

雑種 地 16 0.61 74 3.61 

学校用地 0.19 1.54 

長狭物 道水 23.22 
34.72 

道水

筆未定 地界 42 4.34 

メ口入 5十 5，204 327.95 3，487 614.51 
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表
4 

年
度
別
調
停
委
員
・
協
力
員
名
簿

調
停
委
員

昭
和
五

0
年
度

坂

本

素

行

団

上

幸

吉

井

上

清

志

昭
和
五
一
年
度

大

野

正

美

田

野

正

弐

上

岡

茂

市

昭
和
五
二
年
度

大

野

正

美

岩

市

要

因

野

弐

正

昭
和
五
三
年
度

渡

部

正

川

崎

隆

市

川

次

半 清

昭
和
五
四
年
度

安鈴高

道寅ー

宅木岡

昭
和
五
五
年
度

田

代

清

一

城

山

初

次

篠

崎

実

雄

昭
和
五
六
年
度

石

元

宗

春

藤

田

辰

雄

伊

藤

孟

寛

昭
和
五
七
年
度

竹

口

渉

篠

崎

優

泉

最

昭
和
五
八
年
度

大

西

鷹

夫

田

中

一

男

正

伺

清

雄男明

昭
和
五
九
年
度

古

谷

淳

一

郎

大

西

臆

夫

正

岡

清

協
力
員

味 北小片小 室黒梶 水大 水渡上昭
和

西岡田崎国 家本 上本部杉四
五
政年
度

重義 一雄勝夫治綱 美秋春博勝

窪

正盛寅慶政久 正 昭一重近

片小 梶水渡 上団木 高松 竹松昭
和

岡田家本部杉 上下 橋田田本四

年
度

雄勝綱美博勝実 一 美直 一 実

茂政満道政慶政昭 一

昭
和
四
七
年
度

高

橋

政

美

松

田

満

直

松

本

実

竹

田

一

篠

原

盛

坂

口

男

水

元

治

渡

部

一

貞忠鶴宗道

片高新片岡高 高谷

岡岡谷岡崎橋橋本

輝

雄

嘉
太
郎

伝
三
郎

広

衛

保

夫

善

孝

志
洲
寿

義

若

昭
和
四
八
年
度

西

村

武

男

中

川

豊

篠

原

清

美

井

上

清

志

中

西

勇

西

村

峰

茂

橋

本

利

作

梅

木

フ

サ

エ

大

家

常

行

黒

川

信
次
郎

木

山

徳

重

坂

本

俊

雄

久

保

田

広

網
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昭
和
四
九
年
度

中

川

豊

中
久
保

登

西

村

義

広

井

上

元

春

井

上

清

志

井

上

義

秋

梅

木

フ

サ

エ

押

岡

春

朝

山

崎

新

太

郎

高

橋

伝

三

郎

隅

田

了

岡

林

勇

橋

本

福

重

樋

口

正

勝

山

口

富

茂

山

崎

信

喜

林

義

雄

木

勝

大

常

三

郎

八

政

美

片

勇

美

吉

市

松
田岡幡柳岡



査
昭
和
五
一
年
度

調

客

均

土

西

脇

留

造

国

向

井

亀
三
郎

章

阿

川

正

光

ね

近

藤

正

雄

岡

田

清

一

船船中桜上栄山梅大西村片福吉昭
和

草草 山木田代内木西岡上岡田田五
0 

法輝浅ー宗秀清良藤力市年
次度

制!浩登義男一男 利 男秀隆郎徳松

西天竹佐 山 宮岩 山 天近岡阿向西客昭
和

木野 11碕藤 口城市村野藤田 川 井脇 五

房嘉正静藤 倉重正 正 亀留 年
次 三度
集郎愛晴馬政清次見雄勝 光郎 造均

昭
和
五
四
年
度

高

橋

静

夫

中

田

力

松

山

口

岩

雄

日

浦

ヱまL
日

己

小泉村西竹天宮岩

野 上本崎野城市

公勝 嘉房 明
次

優 平晴 集愛郎 知 清

玉市高窪鶴渡倉渡成倉大松中高昭
手口

井川山田居部橋部川橋野下回橋五

万 道勇 二正岩光 力静年
太 度
郎勇信稔夫夫誠博男雄亮茂 松夫

大小泉村

野野上

直弘勝

繁優平晴

昭
和
五
六
年
度

十

川

嘉
太
郎

漆

田

智

竹

口

渉

岡

林

武

男

渡

辺

政

美

昭
和
五
五
年
度

古

見

敏

男

高

橋

岩

雄

三

好

伯

位

松

浦

義

員

篠

崎

由

広

土

居

岩

雄

城

山

節

夫

城

山

楠

男

昭
和
五
八
年
度

西

阿

武

男

山

下

喬

大

東

義

貞

山

崎

隆

昭
和
五
七
年
度

十

川

嘉
太
郎

漆

田

智

岡

林

武

男

続

木

鬼

志

延

大

南

徳

太

郎

安

宅

国

広

上

田

信

一

山

中

憲

信

岡

田

稔

大

野

福

督

片佐林植大土 谷滝丹西 土山水昭
ケ 和
山山 田掬 居岡内波 山井下 野五

九
百茂浦一勝一和 幸杉 清年
之 度

一 喜助男昭成孝優登雄 夫 喬隆
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浪竹後倉高小星安

岡内藤橋橋坪守宅

利 賀 盈光 豊弘繁静
男
明留夫雄志 恵夫嘉

大

南

徳

太

郎

岡

本

貞

次

郎

大

野

利

一

篠

崎

優

岡

田

稔

溝

田

徹

泉

最

西

森

宗

男

丹

波

登

谷

岡

和

孝

上

田

常

之

大

初

勝

昭

植

田

一

男

林

幹

夫

古

谷

進

一
郎

片

山

百

一



表5 地籍調査事業費調
(単位円)

事 業 年度 45 46 47 48 

調査地域 上有 黒 枚岩 上有枚黒七岩烏 七東 )鳥11 Jf.、r )11 

国庫補助金 1，282，000 7，420，000 7，072，000 8，666，000 

収 県補助金 320.500 1，855，000 1，768，000 2，166，500 

村 費 3，988，013 2，895，880 10，169，928 12，822，953 

入 5，590，513 12，170，880 19，009，928 23，655，453 

内法定事業費 1，923，000 11，130，000 10，608，000 12.999.000 

報 四11 57.800 

*15 来ト 1，746，010 4，032，146 5，477，274 

職 員手当 891. 664 1，769，236 2，943，793 

共消費 325，961 736，723 982.912 

二J}ιプ 災害ネmmu
イよt4Y千 よ斗λム 65.000 377，000 639.600 957.100 

報償資 76，000 

jji民 1!i 267，390 252，790 262.760 252，180 

需 用資 199，718 264，267 364，473 369.369 

役務官 950 2，000 

委託料 12.158.200 

使11用f料昔及料び・ 38.990 55，070 46，390 36，870 

工事請負賀 1，950，000 10.673.420 11，073，000 

出 原材料 1~

備品購入賀 35.000 365，580 83，600 159，311 

及負担び交金補付助金 69，830 182.753 184，644 

公課賀

言十 5.590.513 12，170，880 19，009，928 23，655，453 
」ー
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第 2章 国土調査

(単位円)

事業年度 49 50 51 52 

調査 地 域 東 )11 仕出沢渡i甫
日野 黒藤 川 黒藤 川

国庫補助金 12，764，000 11，442，000 14，816，000 19，690，000 

収 県 補助 金 3.191. 000 2，860，500 3，704，000 4，922，500 

村 費 17，887，509 20，554，588 19，427，364 22，914，432 

入 言十 33，842，509 34，857，088 37，947，364 47，526，932 

内法定事業費 19;146，000 17，163，000 22，224，000 29，535，000 

報 酎| 75，000 188，100 164.500 136.000 

千台 料 7，407，900 8，585，400 9，080，400 9，605，500 

職 員 手当 4，232，840 5，125，430 5，279，410 5，621，490 

共済 費 1，353，876 1，617，285 1，765，475 1，867，037 

1 支 災害補償費 3，598 8，784 6，456 

賃 ノ五¥ 1，226，940 2，011，970 2，401，000 2，006，400 

報 償費 106，800 39，000 85，500 

一旅 費 282，890 314，760 376.840 520，740 

需 用 費 437，043 598，895 619，095 698，049 

役務 。費 1，000 

委 託料 18，472，000 16，074，000 17，710，000 26，613，000 

使賃用借料及料び 5，600 18，050 21，660 31，660 

工事請負費

出 原材料 費

備品購入費 22，000 24，300 267，000 

及負担び交金補付助金 219，620 256，300 252，200 335，100 

公 課費

言十 33，842，509 34，857，088 37，947，364 47，526，932 

ヨ69



(単位円)

事業年度 53 54 55 56 

調査地域 黒日 野藤 浦川 日 野浦 中黒岩 上 黒岩

国庫補助金 29，618，000 16，810，000 10，228，00.0 9，352，000 

収 県補助金 7，404，500 4，202，500 2，557，000 2，338，000 

村 費 20.899.369 19，207，034 21，819，942 22，550，064 

入 計 57，921，869 40，219，584 34，604，942 34，240，064 

内法定事業費 44，427，000 25，215，000 15，342，000 14，028，000 

幸R IDtJH 184，500 171，000 115.000 163.500 

J'児i、口、 料， 8，516，400 9，115，200 9，676，50"0 10，438，100 

職員手当 4，769，486 5，277，240 5，646，420 5，724，570 

共済費 1，727，904 1，867，394 2，480，868 2.696.817 

支 災害補償費 7，892 8，260 4.713 

賃 金 2.996.400 2，374，160 1，507，000 1，603，700 

報償資 35，000 66.000 50，000 105.000 

方長 費 599.690 480，230 412.180 506，340 

需 用 費 805，971 845，260 928，761 734，127 

役務費 51，066 39，550 53.000 

委託料 36，401，200 19，635，000 13，572，000 11，990，000 

使賃用借料及料び 38，260 10，790 1，810 

工事請負費

出 原材料 費

備品購入費 1，382，300 29，000 

及負担び交金補付助金 397，000 291，700 211，500 223.100 

公課費 8，800 8，800 

言十 57，921，869 40，219，584 34.604.942 34，240，064 
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第 2章国 土調査

(単位円)

事業年度 57 58 59 

調査地域 上 黒岩 大 )11 大 )11 

国庫補助金 9，936，000 16，908，000 17，808，000 

収 県補助金 2，484，000 4，227，000 4，452，000 

干す 費 21，899，817 16，783，451 18，722，031 

入 言十 34，319，817 37，918，451 40，982，031 

内法定事業費 14，904，000 25，362，000 26，712，000 

幸良 酎II 137，500 148，500 162.000 

千合 料 11，539，800 6，959，350 9，126，900 

職員手当 6，393，762 3，936，440 5，641，230 

共済費 2，931，430 1. 794. 906 2.349.600 

支 災害補償資

賃 金 1，519，420 2，456，000 1，680，000 

報償費 50，800 65，000 65，000 

旅 費 557，660 442，210 307，010 

需 用 資 689.645 1，466，845 1，772，464 

役務 費 182，610 407，327 

委託料 10，059，000 19，408，000 18，968，000 

使賃用f料昔及料ぴー 399，990 

工事請負賀

出 原材料 費 140，000 175，000 175，000 

備品購入費 72，500 165，900 

及負担び交金補付助金 228，300 308，900 318，700 

公課 費 8，800 8，800 

言十 34，319，817 37，918，451 40，982，031 
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事
業
費
は
五
億
円
を
超
え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
(表
5
参
照
〉。

な
お
、
現
時
点
で
は
事
業
が
完
了
し
て
い
な
い
の
で
全
事
業
費
の
把
握
が
で
き
な
い
の
だ
が
、

事
業
完
了
の
昭
和
六

0
年
度
末
の
総

172 

--1-

/" 

す
っ
き
り
し
た
地
籍

幾
多
の
不
備
欠
陥
を
内
包
し
て
い
た
現
存
地
籍
も
、
こ
の
調
査
に
よ

っ
て
地
番
も
新
し
く
な
っ
た
し
、
地
目
も
現
況
と
一

致
し
、
正

確
な
面
積
が
測
定
さ
れ
て
明
確
に
な
る
と
同
時
に
、
従
前
か
ら
の
大
字
と
小
字
が
取
り
除
か
れ
て
た
い
へ
ん
す
っ
き
り
し
た
。
こ
れ
は

法
律
に
定
め
ら
れ
た
手
順
を
踏
ん
で
廃
止
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
残

っ
た
大
川
地
域
の
大
字
、
小
字
を
廃
止
す
る
に
際
し、

た
ら
、
二
五
四
八
筆
中
に
四
コ
二

種
類
の
小
字
(
表
6
参
照
)
が
あ

っ
た
。

い
っ
た
い
ど
ん
な
小
字
が
幾
つ
く
ら
い
あ
る
も
の
か
と
い
う
興
味
を
抱
い
た
の
で
、
大
川
の
右
岸
(
南
側
〉
地
域
に
限
っ

て
調
べ

て
み

表
を
ご
覧
い
た
だ
く
と
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
こ
れ
が
実
に
紛
ら
わ
し
く
、
永
年
な
じ
ん
で
き
た
だ
け
に
、
そ
の
小
字
名
を
聞
く
と

位
置
の
見
当
が
つ
き
や
す
い
な
ど
の
利
点
は
あ
る
も
の
の
、
土
地
誤
認
の
危
険
性
も
あ
り
、
誤
登
記
の
原
因
と
も
な
り
か
ね
な
か
っ
た

も
の
だ
。

昭
和
五
八
年
度
調
査
地
域
内
(
大
川
右
岸
)
小
字
名
一
覧

ア

カ

イ

ワ

谷

西

赤

岩

ア
カ
岩

谷

西

穴

神

ア

リ

ノ

木

ア

ナ

神

ア

リ

ノ

キ

ア

ナ

ガ

ミ

有

ノ

木

ア

セ

ブ

カ

ウ

子

ア

リ

キ

ア

セ

ブ
カ
畦

表
6あ

ア
ヲ
ザ
レ

ア
カ
岩

ア
カ
イ
ワ

ア
カ
岩
谷
東

ア
カ
岩
タ
ニ
東

ア
セ
フ
カ
睦

E
L
V
 

イ
ワ

タ
ケ
山

イ
ケ
ノ
ト
ウ

池
ノ
峠

イ
ケ
ノ
ト

イ
ノ
カ
ウ
子

岩
井
ヶ
谷

岩
井
カ
谷

岩
井
谷

岩
谷
ヶ
谷

岩
井
カ
タ

ニ

イ
ワ
イ
ゲ
谷

イ
ワ
イ
カ
谷

イ
ワ
イ
ヶ
谷

犬
帰
リ

犬
ガ
エ

リ

石
本



国土調査

石
木
向

石
本
ノ
向

石
本
向
イ

イ
ワ
セ
ト

岩
瀬
戸

h

つ

ウ
チ
タ

ウ
ワ
イ
デ

ウ
ハ
イ
デ

ウ
ハ
井
手

ウ
ハ
ミ
ツ
ノ
一克

梅
ノ
木
表

梅
木
表

梅
ノ
木

梅
ノ
木
前

梅
ノ
木
川

梅

ノ
木
南

梅

ノ
木
後

漆
谷
ウ
ル
シ
タ
ニ

ウ
ル
シ
ダ
ニ

ウ
ル
シ
谷

ウ
ル
シ
谷
西
ム
キ

打
田
浦
田
表

第2章

ウ
ハ
カ
ミお

大
ド
チ

大
ト
チ

ヲ
、
ナ
ル

大
ナ
ル

ヲ
ク
シ
ヨ

ヲ
ソ
ハ
カ
ナ
ル

ヲ
ソ
パ
ケ
ナ
ル
上

大
石
ノ
本

大
石
之
本

大
東
下

大
東
下
モ

大
東
前

大
東
宅
地
前

大
東
追
付
川

ヲ
ツ
ケ
カ
ワ

大
窪
川
南

奥
所
奥

ノ
谷

ヲ
ク
ノ
谷

大
ブ
ケ

ヲ
、
フ
ケ

ヲ
、
フ
ケ

大
フ
ケ

ヲ
ニ
フ
ケ

大
川
口
東
方

落

ノ
前

ヲ
チ
ノ
斗
別

大
石
谷

大
石
谷
川

大
石
谷
東
方

大
石
谷
西
方

大
石
谷
西
ノ
方

大
石
谷
石
ノ
元

大
石
谷
口
中
ウ
子

大
石
谷
井
手
ノ
上

大
石
谷
井
手
上
下

大
石
谷
道
ノ
上

大
石
谷
道
上

大
石
谷
道
下

大
石
谷
通
リ
下

A
HM
 

上
松
葉

頭
森
河
ノ
内

河
之
内

狩
場
表

狩
場

カ
ラ
ス
ト
マ
リ
ノ

東
方
カ
ラ
ス
ノ
ト
マ
リ

東
方
カ
ラ
ス
ト
マ
リ
東

方烏
ノ
泊
西
方

カ
ラ
ス
ノ
ト
マ
リ

西
方
烏
ノ
留

岸川
ノ
ト
マ
リ

上
ウ
シ
ロ

カ
ラ
ト
ク
チ
向

カ
ヤ
ノ
キ
向

ガ
ヤ
ノ
キ
向

カ
ネ
ノ
キ
ノ
モ
ト

カ
ワ
ラ
ノ
ウ
チ

カ
ラ
カ
イ

カ
ケ
ウ
ラ

ウ
ケ
ウ
ラ
林

カ
ゲ
ウ
ラ
林

カ
ケ
ウ
ラ
ハ
ヤ
シ

カ
ケ
ウ
ラ
ウ
シ
ロ

カ
ケ
ウ
ラ
後

上
カ
ケ
ウ
ラ
後

カ
ラ
ヒ

カ
ラ
ヒ
向

上
影
浦
後

上
影
浦
表

上
影
浦

影
浦
蔭
浦
前

蔭
浦
表

蔭
浦
後

蔭
浦
東
脇

蔭
浦
林

川
込

品
C

キ
ジ
カ
ワ

キ
シ
カ
ワ

キ
チ
カ

ワ

キ
カ
ワ
ノ
上

キ
ジ
ノ
ム
コ
ウ

キ
ジ

ノ
ム
カ
ウ

キ
シ

ノ
ム
コ

キ
シ
ノ
ム
コ
ウ

;』
3

4
4
掛
川

ノ也、

熊
ケ
峠

熊
ノ

ト
ウ

グ
マ
ノ
ト
ウ

ク
マ
ノ
ト

ク
ホ
チ

久
保
チ

ク
ル
ス

窪窪
ノ
前

窪
肥
窪
肥
ノ
南

窪
肥
後

窪
肥
上

久
保
久
保
西

久
保
ノ
西

久
保
ノ
前

コ
ウ
モ
リ
タ
キ

コ
ウ
モ
リ
タ
キ
向

コ
チ
ヲ
オ

コ
ヲ
ヨ
ク

コ
チ
ヲ

リ

コ
チ
ヨ
クキA

」

サ
ン
シ
ョ
ノ
一
克

サ
、
ワ
ラ

坂
本
向
イ
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サ
ヤ
ク
チ

酒
屋
酒
屋
西

酒
屋
ノ
前

酒
屋
敷

三
百
田

坂
口
坂
ノ
本

坂

ノ
元

サ
カ
ノ
元

三
玉
サ
ン
ワ
ウ

三
王
ウ
エ

三
王
闘
の
上

サ
ン
ワ
ウ
関
ノ
上

サ
ン
ワ
ン
関
ノ
上

三
王
宮
山
ノ
上

三
王
宮
山
ノ
西

三
玉
井
手
ノ
上

佐
屋
敷

佐
屋

口

佐
ヤ
口

サ
コ

'し

シ
ャ
ン
シ
ョ
ノ
一
克

シ
ャ
ン
シ
ョ
ノ
モ

'
h
a
 
下
降
シ
一
ア
ン
リ
J

シ
一
ア
ン
シ

シ
ミ
ツ
上

下
ツ
ユ
ヶ
谷

ジ
ョ
ゲ
ヤ
シ

キ

城
慶
屋
敷

シ
ョ
ケ
ヤ
シ
キ

チ
ョ
ケ
ヤ
シ
キ

四
天
地

新
宅
新
宅
後

下
露
ヶ
谷

下
回
道

ジ
ロ
ダ
ガ
ヤ
リ

シ
ロ
タ
ガ
ヤ
リ

シ
ロ
タ
カ
ヤ
リ

ジ
ロ
タ
カ
ヤ
リ

下
影
浦
後す

ス
モ
リ

ズ
モ
リ

ス
、
ノ
モ
ト

ス
、
レ
東
方

ス
、
レ

ス
マ
レ

ゃス
マ
レ

ス
マ
レ
西
ノ
方

ス
、
レ

西
方
そ

惣
川
内
た

タ
キ
ヤ

マ

タ
ハ
ラ
フ

チ

タ
ワ
ラ
フ

チ

タ
ワ
ラ
プ

チ

俵
測
俵
測
道
西
脇

大
黒
岩

谷
の
前

谷
南
道
下

谷
道
の
下

谷
の
後

谷
ノ
ウ
シ
ロ

タ
ニ
ノ
後

谷
東
谷タ
キ
ハ
ナ

瀧

ハ
ナ

タ
ロ
タ
ニ
東
方

タ
ロ
谷
東
方

タ
ロ
谷

タ
ロ
タ
ニ

谷
ノ
向
イ

タ
ニ
ノ
向
イ
つ

ツ
ユ
ケ
ナ
ル

ツ
ユ
ケ
谷

ツ
ユ
ケ

タ
ニ

ツ
ユ
ケ
タ
ニ
上

ケ
イ
ヤ
シ
キ

土
風
呂

土
フ
ロ

ッ
、
フ
ロ

通
下

ッ
、
フ
ロ

通
上
下

ッ
、
フ
ロ
井
手
上

露
ヶ
谷

ツ
ク
リ
ミ
チ

ッ
ク
リ
道

造
リ
道

ツ
モ
リ

て

テ
ラ
タ
道
上

テ
ラ

タ
ノ
道
上

'と

ト
ウ
シ
ロ

ト
ウ
ヤ
マ

ト
ッ

パ
ナ

ト
ッ
ハ
ナ

ト
チ
ノ
木

ト
チ
ノ
キ

土
居
ノ
向

土
居
ノ
向
イ

土
居
向

土
居
向
イ

鳶

ノ
巣

ト
ビ
ノ
ス

ト
ヒ
ノ
ス

ト
ヒ
カ
畦

ト
ヒ
カ
ウ
子
な

ナ
カ
ザ
キ

ナ
カ
サ
キ

ナ
カ
ノ
ナ
ル

ナ
ベ

ダ
キ

ナ
ベ
タ
ニ

中
の
谷

中
谷

中
谷
通
ノ
下

中
谷
上
切

ナ
ル
ヤ

マ

中
居
表

中
居
中
除
中
ヨ
ケ

中
宮
下

中
峰
表
大
道
西

中
峰
表

中
峰

ノ
表

中
峰
ノ
北

中
峰
中
峰
ノ
西

中
井
後

中
居
後

中
居
ノ
北

中
フ
ケ

鳴
瀧
中
畦
中
睦
ノ
向

ナ
カ
ウ
子

ナ
カ
ミ
子

ナ
カ
ウ
子
向
イ

中
ウ
子
西
向
キ
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中
畦
西
向

西
ノ
サ
キ

西
ノ
畦

西
ノ
向

西
ノ
ム
カ
イ

ニ
シ
ノ
向
イ

西
ノ
向
イ

ニ
シ
ノ
ム
カ
イ

+品

ハ
マ
イ
バ

ハ
マ
イ
バ
ノ
下
タ

ハ
マ
イ
バ
下
ひ

ヒ
ノ
ク
チ

ヒ
ヤ
マ

東
前
引
地
前

引
地
引
地
宅
地
前

上
ヒ
キ
チ

引
地
後

ヒ
キ
チ
後

ヒ
キ
チ
ウ
シ
ロ

ヒ
キ
シ
後

第 2章

引
地
ノ
南

引
地
ノ
南
上

樋

ノ
口

樋
口
東東
ノ
表

東
ノ
下

東
後
東

ノ
後

東
後
大
道
北

東

ノ
南
上

藤
城

手
Am

ホ
リ
キ
リ

程

ノ
脇

程

ノ
東
脇

程

ノ
脇
後

程
野
程
野
前

程

ノ

程
野
ノ
上

程

ノ
後

ホ
ト
ノ
後

ホ
ヲ
ノ
キ
ゼ

ホ
ウ
ノ
キ
セ

堀
ノ
本
前

堀
ノ
本

堀
ノ
後

ホ
リ
ノ
元
後
ま

マ
ヤ
ケ
ナ
ハ

松
ノ
久
保

マ
ツ
ノ
ク
ボ

マ
ル
ヤ
マ

松
場
南

松
場
ノ
南

松
場
南
脇

松
場
北

松
場
北
表

松
場
表
道
ノ
西
脇

松
場
表

松
場
後

松
場
上
ヱ

松
場

ノ
上

上
松
場

上
松
場
道
下

丸
測
蒔
立
松
ケ
休
場

み

ミ
ヨ
ト
山
石

ミ
ヨ
ト
イ
ワ

ミ
ヤ
ト
ノ
谷

ミ
ヤ
ト
谷

ミ
ズ
ノ
本

水
ノ
元

ミ
ツ
ノ
本

宮
ノ
首

宮
ノ
南

宮
戸
谷
東

宮
神

む

ム
コ
サ
カ4℃

 

モ
ミ
ノ
キ

モ
ミ
ノ
キ
谷

モ
ミ
ノ
キ
タ
ニ

モ
ン
ジ
ャ
ウ
や

休
場

ノ
元

ヤ
ス
バ
一
万

ヤ
ス
ハ
ノ
一克

ヤ
ス
ハ
一
克

ヤ
ス
ハ
本

ヤ
ス
パ
向
イ

上
ヤ
ス
パ

上
へ
ヤ
ス
バ

山
田
ノ
ト
ウ

ヤ
マ
タ
ト
ウ

ヤ
マ

ダ
道
ノ
上

山
田
道
西
脇

山
ダ
山
タ
ヤ
マ
タ

ヤ
ハ
リ
ヲ
ク

ヤ
ハ
リ
上

ヤ
ハ
リ

山
桝
成

屋
敷
田
よ

ヨ
コ

道

ヨ
コ
ミ
チ

ヨ
コ
ミ
チ
ノ
下

ヨ
コ
道
通
リ
上

ヨ
コ

道
通
下

ヨ
コ
ミ
チ
通
東

除
清
水
井
手
ノ
上

ヨ
ケ
清
水
上

ろ

狼
ケ
城
わ

ワ
レ
イ
シ
ノ
一
元

ワ
レ
石
ノ
元

渡
リ
上
リ
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七

調
査
に
従
事
し
た
職
員
た
ち

176 

地
籍
調
査
事
業
が
国
土
調
査
課
と
し
て
独
立
し
て
担
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
昭
和
四
七
年
六
月
か
ら
で
あ
り
、
当
初
は
国

土
調
査
係
と
し
て
発
足
し
て
い

る
。
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
間
に
本
事
業
に
従
事
し
た
職
員

(表
7
参
照
)
で
あ
る
。
個
々
の
職
員
が

年
度
の
途
中
で
異
動
す
る
場
合
も
あ
る
の
だ
が
、
こ

こ
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

表
7

地
籍
調
査
担
当
職
員
名
簿

昭
和
四
五
年
度

産

業

課

長主
任
主
事

主
事
補

昭
和
四
六
年
度

企

画

課

長主
任
主
事

主
事
補

昭
和
四
七
年
度

企

画

課

長
主
任
主
事

木
下

久

敬

久

保

若

松

小
椋

清

隆

宮
城
美
恵
子

長
岡
道
一

久

保

若

松

小
椋

清
隆

宮
城
美
恵
子

小 久 長
椋保岡

清若道
隆松一

主
事

技
師
補

佐 山 松
藤内岡

秀
子
末
男
昌
保

昭
和
四
七
年
度
(
六
月
〉

国
土
調
査
課
長

中
山

義
正

主
任

篠

原

扱

主
事

小
椋

清

隆

技

師

補

山

内

末

男

H
H

佐

藤

昌

保

主
事
補

西

山

明
美

昭
和
四
八
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
主
事

小 篠 中
椋原山

清 義
隆 扱 正

主
事

技
師
補

昭
和
四
九
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
主
事

技
師
補

主
事
補

昭
和
五

0
年
度

国
土
調
査
課
長

小
田
原
君
子

大
西
美
喜
恵

山
内

末

男

佐
藤

昌

保

中
山

義
正

篠
原

蹟

小
椋

清
隆

山
内

末

男

佐

藤

昌

保

木
下

和
恵

梅
木
美
佐
子

中
山

義
正

主技
庁事 P 師主主
補 補 事 任

昭
和
五
一
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
主
事

技
師
補

主
事
補

篠

原

横

小
椋

清
隆

山
内

末
男

佐
藤

昌
保

梅
木
美
佐
子

山
内
あ
け
み

平

岡

哲

郎

梶

家

修

小
椋

清
隆

山
内

末
男

佐

藤

昌

保

山
内
あ
け
み

清
水
真
佐
子



昭
和
五
二
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
主
事
技
師

主
事

昭
和
五
三
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
技
師
主
事

主
事
補

国土調査

昭
和
五
四
年
度

第 2章

平

岡

哲

郎

梶

家

修

小
椋

清
隆

山

内

末

男

佐

藤

昌

保

山
内
あ
け
み

清
水
真
佐
子

平

岡

哲

郎

小
椋

清
隆

佐
藤

昌

保

清
水
真
佐
子

梅
木
美
佐
子

大

上

政

雄

入

今
後
の
課
題

成
果
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

地
籍
調
査
で
は
、
そ
の
結
果
を
地
図
及
び
簿
冊
に
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
成
果
と
呼
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国
土
調
査
課
長
主
任
技
師
主
事

主
事
補

昭
和
五
五
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
技
師
主
事

主
事
補

昭
和
五
六
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任

平

岡

哲

郎

小
椋

清
隆

佐
藤

昌

保

清
水
真
佐
子

梅
木
美
佐
子

大

上

政

雄

平

岡

哲

郎

高
岡

正

幸

佐
藤

昌

保

梅
木
美
佐
子

土
井

恵
子

大

上

政

雄

平
岡
高
岡

哲
郎
正
幸

主
事
補

F 主技
事 師

佐
藤

昌
保

梅
木
美
佐
子

土
井

恵
子

岡
田

照
美

大

上

政

雄

昭
和
五
六
年
度
(
九
月
〉

国
土
調
査
課
長

下
方

音
数

主
幹

篠
原

蹟

技

師

佐

藤

昌

保

主
事

土
井

恵
子

F

岡
田

照
美

主
事
補

大

上

政

雄

昭
和
五
七
年
度

国
土
調
査
課
長
主
幹
技
師

佐 篠 下
藤原 方

昌音
保 顕 数

主
事 F 主
補 事

昭
和
五
八
年
度

国
土
調
査
課
長
技
師
主
事

昭
和
五
九
年
度

国
土
調
査
課
長
主
任
技
師
主
事

古岡土
見田井

宗照恵
敏美子

古阿佐下
見田 藤 方

宗 照昌音
敏 美 保数

阿佐小堀
田 藤 椋尾

照 昌清
美 保隆忍



ん
で
い
る
。
こ
の
地
図
が
地
籍
図
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
登
記
所
地
図
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
し、

簿
冊
は
地
籍
簿
と
し

178 

て、

登
記
所
は
こ
れ
に
基
づ
い
て
土
地
登
記
簿
の
記
載
を
改
め
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
地
籍
調
査
の
成
果
は
、
土
地
所
有
者
の
権
利
関
係
を
保
護
す
る
不
動
産
登
記
制
度
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
と
と
も

に
、
土
地
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
土
地
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
利
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
だ
が
、
今
後
特
に
留
意
す
べ
き
点
は
、
成
果
つ
ま
り
地
籍
図

・
地
籍
簿
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
で
あ
る
。

土
地
に
異
動
は
っ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
の
つ
ど
迅
速
正
確
な
手
入
れ
を
し
な
い
で
こ
れ
を
怠
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

実
態
に
そ
ぐ
わ
な

く
な
る
し
、

長
い
歳
月
と
ば
く
大
な
経
費
を
要
し
た
成
果
は
、
や
が
て
は
無
用
の
長
物
と
化
す
。
国
土
庁
も
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
地

籍
簿
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
は
で
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、
地
籍
図
の
手
入
れ
が
不
完
全
だ
。
全
国
の
地
籍
調
査
完
了
市
町
村
の
三
二
パ

l
セ

ン
ト
が
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
怠
っ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
心
す
べ
き
点
で
あ
る
。

住
所
番
地
の
変
更
登
記

地
籍
調
査
で
地
番
が
新
し
く
な
る
と
、
そ
れ
に
伴
い
各
個
人
の
住
所
番
地
も
従
前
の
番
地
と
は
異
な

っ
て

く
る
。
戸
籍
や
住
民
票
な
ど
は
同
時
に
訂
正
さ
れ
る
の
だ
が
、
登
記
簿
の
表
題
部
に
記
載
さ
れ
た
所
有
者
又
は
所
有
権
登
記
名
義
人
の

表
示
は
、
そ
の
ま
ま
旧
地
番
で
残
り
住
民
票
の
記
載
と
一
致
し
な
く
な
る
。
と
い
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
即
登
記
そ
の
も
の
に
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
は
な
い
の
だ
が
、
登
記
名
義
人
が
必
要
に
応
じ
、
例
え
ば
、

な
ん
ら
か
の
登
記
を
申
請
す
る
際
な
ど
そ
の
前
提
と
し
て

「
登
記
名
義
人
の
表
示
変
更
」
の
登
記
の
申
請
を
し
て
、
住
民
票
の
住
所
番
地
と
一
致
さ
せ
る
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る。

そ
こ
で
、
「
国
土
調
査
法
に
よ
る
不
動
産
登
記
に
関
す
る
政
令
」
で
は
、
地
籍
調
査
に
お
い
て
住
所
変
更
の
調
査
を
し
た
場
合

に
限

り
、
申
請
を
す
れ
ば
変
更
登
記
が
行
わ
れ
る
(
免
税
)
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
木
村
で
も
登
記
名
義
人
の
申
出
に
よ
り
、

昭
和
五
一
年

四
月
か
ら
昭
和
五
九
年
八
月
ま
で
の
聞
に
六
六
件
、

一
二
八
二
筆
の
変
更
に
つ
い
て
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
も



こ
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
が
、
本
件
に
関
す
る
事
務
分
掌
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
な
り
の
体
制
を
確
立
し
、
併
せ
て
住
民

に
対
す
る
周
知
徹
底
を
図
ら
ね
ば
な
る
ま
い
。
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